
Ｑ
●

（
赤
坐
城
跡
・
角
福
子
三
重
港
磐

第
十
八
四
史
廊
め
ぐ
り
資
料

●

越
谷
市
郷
土
詞
蒐
会

▼



鋤
Ⅷ
割
叫
構
内
ば
ぉ
ざ
そ
へ
万
九
十
坪
（
約
二
勉
ヘ
ク
タ
ー

Ｉ
；
胃
…
二
重
＃

授
与
約
一
一
Ｃ
Ｏ
氷
で
不
整
四
辿
診
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
周

固
に
坂
ど
つ
け
、
備
方
帳
「
潟
ヶ
谷
口
Ｌ
と
い
う
詞
と
置
ミ
渡

玄
関
と
し
・
・
誰
緊
北
の
方
伺
に
「
趣
ヶ
谷
ロ
』
火
才
Ｋ
「
石
神
ロ
Ｌ

、
東
方
パ
は
訓
寺
行
ロ
」
Ｅ
設
置
し
、
時
に
「
乃
神
ｐ
Ｌ
は
別
冶

、
苅
町
ｐ
Ｌ
あ
る
い
は
「
新
師
し
と
呼
ん
で
い
る
．
こ
れ
は
察

赤
み
大
』
弓

小
暮
后
蔵

「
諸
国
の
居
城
・
修
補
代
り
と
地
噛
亦
含
上
‐
ｒ
く
し
、
い
わ
々

や
訴
凝
の
構
陰
は
堅
く
停
止
Ｌ
と
「
一
周
一
減
Ｌ
の
訓
（
ひ
小

れ
沢
勿
は
元
和
元
年
へ
一
・
六
一
土
）
六
月
で
あ
、
に
。

永
山
武
と
い
、
つ
と
、
い
い
に
も
天
守
閣
、
耐
鯛
棺
屡
孔
っ
季
桧
的

は
減
扉
祇
あ
，
ｋ
小
ぬ
よ
う
に
連
想
さ
れ
る
派
、
そ
う
で
は
厭

く
蒙
疾
の
屋
蔑
池
で
あ
る
．
屋
敷
池
と
い
え
．
と
も
当
瀧
、
エ
塁

衰
恩
ど
の
構
成
（
券
ら
札
、
掌
婁
的
葱
汚
虚
（
弧
わ
奴
て
い
る

こ
と
芯
い
う
ま
で
も
互
い
．

螺
難
赤
山
減
辻

（
居
賦
し
に
と
こ
う
で
あ
う
，

赤
坐
戯
脈
居
職
し
一
卜
呼
衆
氏
の
素
蹟
（
と
く
Ｋ
川
口
と
凋
株
の

あ
る
北
の
）
↑
と
が
‐
心
に
し
て
》
て
の
家
系
を
垂
っ
て
み
よ
う
，

初
代
赤
み
減
主
拝
茶
洋
↑
師
忠
惹
戚
、
元
和
四
罫
，
（
三
〈
一
〈
）

）
一
一
月
・
凡
舟
威
の
綾
＆
敬
い
で
関
東
卯
代
と
ば
り
、
・
勘
這
奉
行

を
北
熟
ね
、
卿
鬼
八
判
へ
武
蔵
・
上
野
・
下
野
・
相
媒
・
嚇
陸
．

上
総
・
下
絡
・
・
そ
勝
〉
と
三
河
、
之
柔
・
駁
河
一
一
一
画
の
貢
税
ｇ

ｏ
も
取
り
狐
．
に
．

こ
の
扉
眠
舟
浩
鈍
添
ム
侭
，
淫
・
訓
；
蔵
と
綱
鱈
が
る
．
￥
の
填
、
庵
潅

は
日
菅
涼
具
（
庵
治
，
オ
、
俗
挫
と
庵
旅
し
』
い
う
．
）
《
卜
脹
の
み

永
山
派
あ
わ
す
侭
肌
に
奇
と
、
父
補
一
削
可
忠
亥
及
く
い
母
の
温
子

城
当
時
、
可
〃
、
Ｋ
散
に
し
了
い
に
民
承
と
こ
の
地
Ｋ
瀞
注
ぐ
也

町
並
と
し
に
と
こ
ろ
が
ら
そ
の
ろ
水
発
生
し
て
い
る
の
で
、
城

主
押
余
氏
民
政
の
一
浦
（
う
榊
．
（
え
る
．

剛
洲
州
域
繊
和
澱
柳
劃
蝦
”
繊
荊

を
称
損
し
て
が
ら
十
一
午
後
の
・
見
永
・
一
〈
羊
（
一
六
一
一
必
）
Ｋ
赤

当
の
地
限
嘩
辱
僅
構
漂
、
雌
未
十
代
一
六
一
一
一
琴
の
間
、
伊
奈
氏



喝
代
芯
山
城
主
、
卿
猿
塞
‐
丁
凋
●
と
潟
侭
既
天
丸
辱
（
一
六
六

八
）
派
必
に
左
帆
す
ぎ
八
の
延
望
ハ
蔀
．
（
一
大
ハ
０
）
処
月

又
遥
粥
の
道
蝋
で
あ
・
翻
赤
ム
便
・
こ
雄
い
で
関
東
卯
吋
の
職
侭
つ

い
に
・
叩
（
”
夙
脹
あ
き
こ
と
十
斗
一
等
、
九
禄
十
蕊
‐
（
一
六
北

一
一
代
穴
主
恢
・
呼
ぶ
半
，
渥
街
門
洛
え
一
ぜ
、
兵
庵
治
御
堂
邑
亦

坐
領
七
千
厘
も
他
い
、
。
Ｋ
・

承
応
一
一
江
．
（
一
六
垂
一
一
一
）
十
一
一
月
に
闘
粟
卯
代
の
職
に
つ
き

父
の
手
小
町
に
鯛
拒
畢
索
と
継
ぎ
、
ウ
叉
藤
川
勤
水
と
オ
Ｆ
Ｋ
引

く
窺
丁
紫
と
Ｒ
じ
め
．
承
応
三
斗
（
一
六
ユ
画
）
の
赤
泥
川
．
明

暦
元
罫
‐
（
一
六
立
立
）
の
野
八
止
州
水
、
万
浩
三
扉
．
（
一
六
六

ｏ
）
の
勘
一
旬
用
水
ぜ
ど
Ｅ
用
さ
く
Ｕ
・
醐
采
卵
パ
の
職
に
為
一
・

二
と
Ｔ
一
一
耳
．
逆
文
典
竿
（
一
六
六
１
）
〈
月
十
四
日
．
進
退

へ
死
滑
瓜
謂
る
ぷ
ぴ
鯖
〉
陥
興
う
て
『
周
光
山
舜
鴛
些
寸
Ｌ
（
矛

エ
糸
）
と
造
が
け
再
興
．
一
奇
レ
ー
し
穴
・

元
和
九
琴
（
一
六
一
一
一
一
一
）
一
一
一
月
に
は
謁
果
下
浴
新
雪
眠
鴬
民

の
秒
煙
と
芙
励
し
て
い
る
，

鬼
永
大
芽
へ
一
六
一
一
ル
）
赤
坐
の
垣
》
へ
拝
屋
手
邑
深
き
．
そ
の

茅
一
・
代
城
主
と
可
．
限
・

承
応
一
一
年
へ
一
六
１
三
）
六
月
十
二
日
・
瀞
沿
杖
六
、
Ｔ
二
一
入

●
こ
１
く
天
寿
を
〒
と
う
し
、
浅
兼
勝
砿
寺
雲
卜
弊
ら
れ
代
・

法
危
今
と
夜
光
院
殿
粟
誉
兼
望
況
周
大
層
準
し
』
い
う
、
卵
パ
職
に

去
る
、
ま
冶
李
と
月
迄
煽
欺
法
営
常
承
了
心
一
へ
烏
斗
一
と
い
い
赤
山

源
長
子
に
聯
．
い
れ
き
：

三
代
戒
一
三
・
那
須
￥
す
訓
聯
お
ば
・
藤
幕
ご
弓
（
一
六
画
江
）

赤
必
Ⅸ
庄
瓜
十
大
ス
飼
顎
』
入
ル
ー
琴
へ
ご
〈
式
ユ
）
、
Ｔ
一
一
月

．
、

父
の
彬
一
洩
帳
と
つ
い
一
心
‐
血
閲
典
即
パ
と
〆
り
．
一
一
十
画
蔀
．
“
大
月
十
‐

三
目
杯
慈
呼
刀
文
脹
《
４
．
了
廻
夫
鈎
『
填
耗
碑
』
（
冨
特
、
、

一
ハ
・
一
糖
、
巾
一
・
ｏ
漣
）
苫
赤
畠
派
横
手
内
Ｋ
建
設
〈
現
庵
）

し
旗
．
「
袋
穐
謬
．
Ｌ
〆
呼
崇
氏
の
綱
裡
倦
火
の
武
巧
、
膳
政
の

武
勇
、
膳
潅
の
戻
践
謀
倹
侭
つ
い
て
一
》
と
こ
ま
、
、
に
一
″
ブ
ら
川

．
こ
・
似
，
。
ご
聾
よ
し
》
Ｆ
階
噸
前
．
”
恥
代
職
Ｋ
あ
る
こ
‐
と
十
延
卦
．

延
皇
ハ
犀
〈
一
六
ハ
。
）
正
月
屑
便
一
一
一
す
一
そ
人
で
江
，
ご
去
、
に

去
遥
ｒ
と
去
怯
・
腿
殿
堂
巷
繊
嵐
へ
入
居
《
一
、
承
山
群
長
寺
Ｋ
矛
．
』
札

あ
る
こ
と
尖
帳
三
、
丁
土
年
の
び
（
き
ば
わ
に
フ
氏
．

る テ
、
い
弘
彬
心

●

Ｌ
■
』



七
月
歴
又
”
嘩
三
の
後
畠
』
継
い
で
関
東
卵
代
の
職
眠
つ
き
、
皇
肩

口
耳
（
一
半
ェ
Ⅷ
）
脚
Ｈ
・
刑
代
斌
鯵
と
弁
し
侭
，
明
和
潤
辱
へ

一
七
未
一
』
》
坐
ｌ
Ⅲ
ｒ
１
厘
渡
し
永
坐
源
一
表
寺
Ｋ
等
ら
れ
ゐ
・
琴
盆

ら
と
鬼
素
読
鋸
域
（
》
《
》
令
行
利
民
ｘ
居
士
・

ハ
パ
ホ
ム
蝋
茎
崎
仔
示
楠
塁
叩
汗
迄
烏
と
い
う
・
享
保
十
湾
耳

（
一
七
二
凡
）
赤
当
昨
止
一
爪
、
一
一
す
．
１
』
入
の
至
一
暦
博
撒
寸
（
一
ヒ

ュ
四
）
ル
月
．
終
；
へ
遥
一
賑
の
猿
と
縦
小
．
で
関
東
卯
パ
グ
職
ハ
つ

き
、
琴
一
丁
一
一
一
ｘ
の
云
屑
十
二
丁
イ
ヘ
三
一
六
一
一
）
六
日
リ
ト
は
勘
定

吟
永
汝
上
産
し
な
『
に
・
剛
か
一
一
蔀
（
一
七
六
上
〉
正
月
眠
腐

延
恢
ノ
バ
リ
部
う
刈
一
〃
人
仙
百
進
一
浜
・
遥
鴻
巣
で
鎮
め
に
。
そ
勿

様
入
哲
巧
に
幕
方
は
丑
二
月
「
楠
前
守
Ｌ
の
号
Ｅ
贈
り
、
勘
定

奉
行
？
楓
に
句
納
辻
に
・
卵
侭
の
萩
に
あ
ぅ
こ
と
十
ユ
厚
、
昭

和
北
年
へ
一
・
レ
ー
ン
》
二
〉
″
ハ
３
一
一
・
丁
義
一
日
、
甲
一
‐
一
一
二
八
ｒ
畦
と
去

り
．
亦
、
笥
泳
ご
堂
釧
（
舞
可
》
汎
に
・
表
胞
一
こ
膳
周
泥
殿
前
桶
川
刺

史
一
一
一
巻
称
零
言
に
八
悪
十
一
・

九
パ
祁
今
》
ぺ
・
三
、
呼
永
半
吸
鎌
門
曙
敬
胤
・
元
文
三
耳
（
一

上
三
へ
）
瀦
一
錐
・
啄
災
庁
．
旬
ブ
・
画
と
し
て
鉱
産
、
調
和
六
年
（
一
七

七
）
十
月
γ
九
日
、
二
十
ル
ン
ハ
と
い
う
若
い
斗
伶
で
竺
卜
ご
去
っ

に
．
去
鍾
Ｅ
去
亥
碇
殿
本
誉
守
正
菟
心
入
居
士
と
い
い
、
赤
虫

涼
汝
寺
に
葬
る
§

立
礁
小
坐
城
主
・
将
奈
千
挺
行
州
冶
嘆
ぱ
一
元
樵
十
等
↑
二
月
．

兄
海
鼠
の
残
愁
て
め
立
癒
・
ど
ば
畔
、
、
関
東
”
汽
河
聡
脈
『
ぃ
応

堂
永
画
耳
，
へ
一
七
・
七
）
十
一
月
、
僧
士
虫
の
填
火
に
よ
っ

Ｊ
八
沓
、
ば
蔽
暑
を
う
け
に
ム
舗
萱
Ｔ
ル
ゲ
材
”
一
似
旧
・
砦
へ
き
、
域

巧
鰯
と
ｋ
て
て
い
る
。
正
得
一
一
年
（
一
と
一
一
一
）
一
一
月
一
一
十
ル

日
没
し
赤
山
涼
長
寺
（
濠
”
ら
肌
汽
・
去
始
を
患
旗
廃
欽
転
誉
希

埋
笹
銅
》
へ
后
キ
ー
と
い
う
．

、
一
へ
バ
ホ
ム
パ
ニ
ー
ー
は
仔
奈
学
丘
訴
門
忠
塞
と
い
う
，
正
堤
一
一
罫
，

（
一
七
一
一
一
）
極
刑
’
戒
の
上
木
扉
、
咋
沢
弥
鰹
装
荷
派
込
沼
を

開
ミ
く
了
り
時
》
て
八
隆
助
〃
て
い
る
．
関
東
卯
代
の
廠
爪
あ

３
こ
し
』
一
一
一
・
丁
ハ
耳
、
星
屑
《
〈
〉
斗
皇
セ
土
六
）
、
Ｔ
－
Ｈ
十
七
日

残
し
、
亦
聖
源
候
苛
脹
群
晶
．
法
鉛
と
論
要
腫
鍛
輿
蕎
捷
衛
心

休
八
場
士
”

〆
一
一
一
が
’
牛
ｊ

七
代
芯
小
旗
主
、
伊
奈
半
ル
ー
即
哉
鋒
脈
は
、
｜
晃
葉
（
一
セ
カ
・
〕



六
ル
）
キ
ー
言
、
、
関
東
師
．
（
の
寂
限
つ
き
、
三
十
，
ン
』
幸
入
詞
審
永

謹
辱
（
亨
逗
ヒ
ユ
〉
斗
’
一
一
月
勘
定
庁
啄
校
ト
ー
・
犀
と
Ｕ
う
匠
．
．
辱

●
水
に
嘘
‐
〈
一
上
・
で
一
八
）
三
川
州
干
’
一
日
、
溌
丁
一
利
で
せ
と
去
り

永
山
叔
及
卜
一
寸
Ｋ
錐
Ｔ
ら
肌
庶
・
・
承
熟
征
さ
縁
宜
庭
陛
率
淘
唇
応
“
蔓
零

六
画
桧
士
と
い
う
．

》
‐
〆
派
当
威
．
藁
．
坪
欣
碓
浄
那
１
膳
弊
は
海
ぶ
‐
．
》
一
年
．
（
一
ヒ
ヒ

ハ
ゾ
菅
共
瀞
砿
へ
八
と
縦
州
．
で
川
魚
叩
鍔
、
日
祇
Ｋ
つ
く
．
天
明

臼
灯
十
ヘ
ー
セ
ハ
ロ
）
応
募
吋
獅
に
守
啄
撲
よ
性
し
》
厩
葡
・
尺
明

』
』
罫
（
一
ン
一
ハ
セ
）
１
月
瓜
雌
間
一
系
助
鋤
諏
河
川
Ｅ
管
諭
し
・

そ
の
万
と
寅
更
、
桃
う
・
同
鼎
ブ
Ⅱ
ル
Ｈ
、
顕
や
計
”
刺
憶
さ
‐
礼
う

ｌ
Ｌ

Ｔ
棚
民
の
浪
挫
－
４
膳
尋
順
〈
叩
‐
・
て
い
う
．
泌
攻
三
耳
へ
一
七
ル

ー
）
鳥
『
ず
芯
善
の
こ
と
で
罰
賜
べ
』
う
剛
・
・
天
丸
池
方
蒲
訓
碗
池
に

流
、
、
れ
、
込
政
六
姿
へ
一
』
Ｌ
幻
》
ハ
ｎ
ｒ
鐸
一
日
、
陶
釧
．
の
地

で
世
・
こ
云
っ
脈
・
意
ぐ
ぞ
争
尽
到
涯
津
涛
鮫
一
寸
・
》
、
禰
苦
》
●
噂
尋
凝
一
認
大

帝
釆
痕
以
鈴
不
、
十
代
一
六
一
一
一
革
珂
詞
っ
づ
い
に
示
必

等
の
藩
ず
命
謂
仔
状
ぁ
，
限
塾
鬼
政
画
鉦
‐
（
一
仁
弘
二

没
収
、
、
肌
、
館
は
と
り
こ
わ
為
、
独
、
ぞ
の
突
き
消
し

居
営
．

い
に
示
獣
域
は
、
庵

一
上
弘
二
）
三
月
Ｋ

》
更
容

ｒ
６
１

赤山城辻略図 赤
山
斌
辿
の
泌
采
』
参
り
采
方
、
痢
方
馬
よ
ぽ
角
雨
一
帯
〆
水
風

濁
す
よ
り
烏
半
万
は
延
脹
称
し
、
蹴
辿
緋
一
曲
平
坦
ぱ
血
使
で
．

鍵
窪
》
て
鋤
一
弾
は
河
入
‐
鋤
茂
堆
池
と
愛
『
て
い
る
．

届
減
の
当
時
ァ
．
』
今
北
泌
湯
。
つ
い
の
ｒ
（
う
に
称
Ｋ
よ
く
論
づ
て
い

ろ
ロ

坐
三
桂
の
噸
一
く
広
云
色

〆

鼠二"(ﾑ竺里

》
》

犯
『

●
一》

。
１
－

〕
拝

。
◆
》
望
．

。
■
ｌ
｛

争
形
グ
．
へ
押
目
』

“
．
ｆ
争

０
１
二
、
。
↓
も

４
０
０

，
《
舞
訟
．
‐
‐
一

部
？
が
勝
一
〉
て
の
エ
塁
は
歴
代
伊
奈
氏

、
､&ん－画』鰯



押紙係

脚
州
靴
噸
鯛
脈
餓
餅
蝿
雌
踊
螺

新
規
相
龍
一
代
、
丈
孜
六
耳
（
一
〈
二
三
）
払
月
三
十
日
、

四
十
処
女
で
他
界
し
旋
仔
余
羊
丘
鋳
門
態
盈
丘
ホ
ム
減
祇
戎

収
莞
、
机
に
鼠
寂
四
耳
ヘ
ー
セ
孔
ご
Ｋ
罰
地
一
今
后
を
下
町
さ

収
・
家
始
相
縦
↑
ど
許
』
‘
、
北
に
・
丈
威
ニ
ハ
蔀
（
一
八
三
こ
六
月

潤
耳
へ
一
ハ
久
一
）
脈
疋
と
．

称
塊
拒
縦
竺
八
戚
呼
余
騰
騨
と
い
う
。

打
馳
相
抗
六
代
唾
卵
祭
睡
台
と
い
い
満
鉄
Ｋ
勤
め
、
終
撫

と
と
北
Ｋ
日
本
雁
漏
り
、
昭
駒
一
一
十
一
辱
允
月
一
一
γ
三
日
、
東

毒
小
で
一
挺
亡
銀

新
塊
相
続
セ
パ
ぱ
、
婦
奈
睡
含
の
未
鍛
久
子
・
が
継
い
で
い
め
．

六
日
に
は
・
代
官
と
は
う
て
い
・
ダ
ダ

薪
堀
相
碇
二
代
仔
余
半
，
雇
涛
門
庵
信
は
・
諾
化
一
一
罫
，
〔
一
へ

画
上
）
十
一
一
月
と
日
、
画
、
Ｔ
七
黄
で
死
一
」
。

釘
塊
桓
縦
一
二
代
は
．
一
一
代
忠
幅
の
泌
噸
で
押
奈
半
十
師
惑
行

と
い
う
．
一
期
渚
四
郎
（
一
ハ
ヒ
ー
）
一
月
二
丁
一
一
日
死
亡
・

新
混
福
鏡
固
炭
側
一
行
奈
選
〆
師
涛
童
と
い
い
、
瞬
尭
一
一
、
丁

赤
山
城
延
喰
太
一
蛭
ヤ
ー
耳
一
一
一
月
一
一
十
池
日
、
埼
玉
個
捗
栢
定
史

跡
Ｋ
指
定
ざ
牡
に
．
河
口
之
丈
化
頭
よ
り
〕

一
宮
砺
寺
の
三
重
盾

県
内
『
丞
局
飼
木
踏
迂
系

川
口
市
｝
ハ
室
〉
面
立
汗
澗
陀
鶏
山
一
閏
補
寺

河
湛
寺
の
三
重
幻
薙
と
い
う
よ
り
も
霧
一
野
の
百
観
音
と
必
う

ほ
う
祇
よ
く
知
ら
坂
了
い
》
荻
可
叙
、
》
て
の
一
日
観
音
の
駐
内
に
域

潅
Ｅ
誇
一
ｐ
一
一
一
重
の
躍
難
へ
い
ふ
リ
・
萩
可
。

ｑ
０
Ｕ
ｎ
０
■
１
日
■
■
Ｄ
■
■
０
１
０
１
１
１
１
１
０
■
Ｉ
Ⅱ
６
０
０
９
；

仔
蕉
腿
天
引
確
認

渉
オミ



ロ
叫
叩
一
手

飼
い
！
‐
Ｉ

両
砺
寺
の
一
半
例
Ｋ
つ
い
て
・
鳴
奇
演
舞
達
に
よ
り
罰
｝
０
と
．

弘
去
天
師
が
画
永
窪
議
一
抄
に
い
糾
向
覗
に
，
ぐ
め
リ
』
ペ
ヤ
１
。

こ
の
然
雅
徹
．
穐
叫
一
ニ
パ
稀
熟
啄
丸
（
殺
町
》
一
‐
代
碓
成
牟
延
し

ｋ
も
の
‐
と
『
ぐ
狐
て
い
き
７
（
・
十
パ
砿
示
ど
う
い
う
こ
‘
と
で
本

増
等
傘
と
災
土
し
八
が
は
わ
が
１
，
Ｊ
に
人
〆
・
手
代
喉
は
当
時
勿

両
禍
寺
催
職
芸
印
娩
胤
侭
添
く
流
派
ｉ
て
い
に
と
じ
わ
肌
、
４

ｋ
備
抽
Ｋ
あ
る
娘
荷
竺
・
型
一
日
孫
の
配
奇
縁
へ
渇
属
三
一
一
一
所
・
奴

東
三
一
吋
、
訳
又
三
脚
所
河
礼
川
に
飼
う
鯉
青
）
を
も
寄
幅
一
し

Ｋ
と
孔
膳
え
ら
い
て
一
終
り
二
心
一
．
釣
で
、
迭
一
潅
勿
承
奄
怠
北
う
小
（

わ
れ
．
き
す
。

の系，Ｕ入と三
半椅子・韓ｕ域層
港減えへフ
等（、 Ｌ婚両了或
‘うみ（風沫ｉ ，（
医ら い 宇 庭鳶逗
綬ｉｉｉ１１〕，Ｉ､ｌ

旬，１７ｉに沢，
難７’為型気・
（』、テエ勃戸’一・

ニ ア'１二ニノテノノミ
ノ『』 ’ ｉ 意 ’ 一“蝿ヒ

バ畷未ｆＩｊ寸
唾Ｊ １， 一笠．ｒｊｒ－･里
・十

典吾j雨『禁貰分
九，§臭き涯
分

厘束￥卜号；
、Ｊ;!このオ１に

万うＴ捜
二

層 ’・’え’’を
港一眼ま設

立，難ぁ７，１丁、
心

，
琴
：
天
在
批
湖
一
河
泌
》
一
潅
刺
Ⅷ

・
一
〈
峰
や
ユ
鍔
へ
和
一
・
一
Ｍ
．

河
ぺ
）
一
〈
ｖ
「
唖
．

年
９
①
ｑ

一
寸
い
‐
三
穂
一
躍
鋤
些
拡
し
ぽ
ご
』
い
…
ソ
０
ぺ
ず
と
、
心
除
・
●
ハ
築

酉
汀
十
三
Ⅱ
一
一
十
七
日
（
一
一
一
〈
”
奮
画
，
前
）
凍
茎
鍵
”
一
完
穴
Ｉ
了
聡
リ

》
て
洲
い
が
も

塊
娠
坪
序
‐
産
淵
“
理
・
》
，
と
う
応
碓
一
擬
誹
と
Ｌ
に
・

守
政
一
一
一
厚
本
塔
群
》
と
祇
晶
↑
〈
ｌ
・
必
・

明
石
傾
江
‐
再
び
腿
派
ｎ
．
野
エ
ー

明
治
一
一
斗
’
立
芥
農
悪
の
ｋ
が
一
エ
ー
や

昭
和
一
一
丁
三
極
．
屋
根
の
啄
躍
エ
零

と
・
１
副
侭
脅
い
・
が
》
一
弾
ぷ
ぃ
行
爾
ね
肌
に
辰
め
穴
、
釧
蓮
当
時

の
ま
く
〃
瀞
い
ｋ
汁
．
沖
吹
腕
一
・
や
こ
‐
・
』
（
淀
、
黒
、
寸
亡
農
・

本
吟
等
凪
鍵
峠
一
俗
－
４
》
‐
此
い
兵
て
ら
れ
て
い
て
．
基
捜
は
劇

く
・
茅
一
端
爪
厚
勾
戒
娠
蹴
く
、
切
目
縁
”
回
嫁
・
ど
っ
汀
、
床

と
局
へ
汝
可
Ｔ
い
室
睡
－
１
，
茅
一
一
、
茅
三
肩
の
牌
に
．
峨
斗
と
．
「
〃

て
回
線
を
乳
、
う
げ
、
鯉
勾
州
・
と
四
一
叫
仮
画
し
て
い
墓
吋
可
・

本
塔
』
醤
豚
高
さ
上
六
八
〈
劃
二
三
ぽ
）
の
一
一
一
間
四
面
で
、
椎

二
？ノ

Ｌ
１
．
八
一
へ
今
１
一
彦
一
一
へ
‐
ト
ー

画
、



師
‐
引
、
惇
択

，
？
－
／
歩

大
・
豆
』
脚
〈
刑
へ
輝

史
孤
灯
那
久
鹿
診
杯
陪
会

・
耐
一
一
一
流
↑
涯
塘
一

本
塔
尊
の
大
体
の
念
一
叩
一
感
加
味
襟
弐
の
取
扱
い
で
丁
・
旅
・
一

馬
の
各
面
開
口
罰
に
嘩
舜
展
一
ア
バ
釣
り
恥
－
３
汎
Ｔ
い
き
ず
（

腰
そ
ら
く
過
去
垂
回
に
ｎ
Ｆ
⑳
梅
淫
、
崎
《
卜
こ
の
ア
バ
「
い
代

１
の
で
し
ょ
う
．
廻
物
等
ｖ
わ
巾
旬
了
一
一
匹
閲
で
い
う
六
戎
掛
け

で
整
悪
と
し
侭
軒
一
一
間
哩
不
惑
ビ
、
笈
璽
廊
梨
物
で
瓢
リ
ォ
ォ
噸
．

寸
七
分
ハ
屋
、
三
層
ハ
寸
と
荘
う
て
、
噴
次
急
角
度
運
示
し

て
い
ず
－
０
．
雁
后
は
直
握
一
一
バ
ハ
寸
勿
自
窓
層
↑
と
整
形
し
氏
・
も

の
◆
邑
嗣
叩
い
て
い
韮
。
オ
も

、
－
１

１
－
正
木

髪
征
卿
状
態
眠
潟
、
に
芋
噴
く
人
状
心
９
列
使
判
（
表
浮
雲
ご
袴
て

侭
ご
斗
》
冷
冷
の
う
り
、
‐
と
／
、
・
卜
只
妓
と
旬
ノ
童
侭
漉
て
・
バ
湯
合
は
、

貝
渋
祇
巣
演
し
候
証
ま
蛍
っ
て
い
鳶
の
で
こ
制
Ｅ
貝
塚
と
痔
ぷ

こ
Ⅷ
ｉ
ｒ
Ｋ
従
兄
雫
、
肌
て
い
う
日
季
か
ａ
へ
塚
厩
一
ハ
Ｃ
Ｏ
〃

所
瓜
嘩
－
し
、
そ
の
う
』
フ
ル
利
Ｋ
近
い
一
六
Ｃ
Ｏ
ヶ
河
豚
縄
文
式

『
叫
口
市
政
Ｒ
よ
り
Ｌ
張
り

文
化
時
代
②
人
〆
重
し
尺
も
例
で
、
祷
る
一
割
の
一
一
・
・
ヵ
町

は
奈
良
時
代
弘
一
川
②
も
め
で
あ
る
。

一
ハ
０
０
の
圃
鋒
み
ば
す
べ
て
海
岸
．
‐
あ
る
い
ば
旧
海
岸
脈
迎

い
と
こ
ろ
脈
分
萌
し
．
概
し
て
太
平
洋
岸
脈
う
ぐ
・
日
本
海
洋

に
は
し
』
ぽ
し
い
・
貝
塚
↑
ご
橋
穴
す
る
目
〈
は
鯛
水
産
（
海
＊
）
、

茨
水
産
、
一
一
『
脹
分
損
さ
机
、
貝
麺
類
Ｋ
よ
・
て
銅
水
貝
塚
と

小
炎
氷
日
〈
塚
と
が
眼
乙
分
さ
机
て
い
も
・

十
一
碁
悔
后
葛
厩
貝
坂
で
な
く
と
も
重
ゥ
も
列
で
風
ウ
ポ
、
呑
珍
、

月
．
牙
罫
ぷ
ど
は
・
貝
塚
以
外
で
は
府
．
て
ほ
と
冬
ど
堂
ら
鄭

臼
〈
蔵
眠
混
‐
て
獣
、
鳥
．
点
鵡
ど
の
骨
胸
部
〆
含
＃
Ⅲ
て
じ

る
．
獣
と
し
て
は
産
や
施
曾
注
倒
的
Ｋ
〃
夕
く
、
す
べ
て
狩
猟
で

胴
っ
に
礼
の
上
思
わ
八
る
‐

以
エ
の
よ
う
な
獲
両
物
小
ら
ち
術
の
誘
崖
池
呼
気
帳
．
動
物

群
戦
ど
の
冒
忽
遼
庇
・
が
明
ら
小
帳
さ
狐
る
し
．
同
時
に
誉
時
の

人
桟
型
、
風
習
・
生
産
技
行
可
ど
銅
人
文
棟
相
と
知
る
こ
と
Ｗ

で
き
る
．
貝
塚
Ｅ
一
つ
の
文
化
層
と
見
立
て
、
層
位
引
侭
よ
り

当
時
の
文
化
涌
耳
（
可
征
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
通

し、
勺



標
高
一
九
・
八
米
の
沌
陣
で
あ
る
。

痢
治
時
パ
の
鳥
居
博
士
の
搭
汲
は
．
道
廊
の
痢
側
、
拠
昔
堂

酎
型
で
．
「
地
承
よ
り
烏
よ
そ
四
ｒ
鞭
ず
迄
却
貝
層
（
主
と
し

丈
式
文
化
荷
児
に
馬
い
て
貝
泳
は
投
訓
苅
箪
冬
日
野
曇
”
と
さ
れ
剣

矧
刑
創
”
柳
鵠
川
棚
唾
唾
師
輔
耀
畷
妙
篭

Ｌ
「
ハ
ィ
が
４
Ｌ
ぷ
ど
御
恋
水
録
法
丙
呉
（
ま
し
っ
て
い
る
鎚
久

時
代
後
期
鋤
余
水
産
貝
。
ご
主
と
－
０
も
貝
塚
へ
季
一
一
茨
巳
〈
塚
）
で
、

し
が
礼
人
為
的
荷
町
に
北
閣
欺
州
の
冊
片
（
打
半
、
破
片
）
〆

目
立
つ
こ
と
は
．
こ
の
貝
塚
の
官
へ
汗
徴
で
あ
る
。

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
明
浩
一
一
丁
座
〃
す
月
↑
上
目
、
東
京
へ
類
琴

１
畔
極
Ⅲ
Ｌ
棚
会
中
央
委
員
の
排
ｒ
一
を
久
沿
氏
Ｋ
よ
、
て
新
郷

匙
し
て
Ⅷ
ろ
．

「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」
Ｅ
主
と
し
て
「
ハ
マ
（
ノ
リ
Ｌ
「
ア
カ
ー
ー
シ

（
①
記
者
堂
爾
虹
、
②
、
一
一
一
十
代
走
池
の
畠
、
、
、
且
〈
塚
標
識

の
胴
虹
）
い
ら
形
粛
さ
肌
て
い
る
。
貝
塚
を
穐
戎
了
う
貝
殻
は

し
て
い
ゥ
埼
訂
に
ふ
り
、
入
捧
三
ヶ
可
鋤
貝
塚
群

貝
塚
は
調
査
ぶ
な
、
、
机
同
鄭
，
‐
Ｔ
手
月
経
行
：
東
京
人
類
学
公

雑
誌
凸
に
報
告
し
、
翌
二
十
六
』
斗
一
月
六
、
七
日
の
内
日
、
東

大
坪
井
正
立
節
放
夜
の
資
金
と
前
記
汁
ｒ
一
ｋ
の
凄
助
と
う
け
、

３
居
乞
蔵
博
キ
ー
パ
経
涯
し
に
．
眺
俵
の
発
振
は
、
司
喬
垂
県
史

ら
第
一
巻
Ｋ
升
ら
れ
る
よ
う
Ｋ
、
昭
和
一
一
写
、
ユ
ハ
亭
．
ハ
耳
と

予
仙
で
パ
パ
バ
が
り
感
稚
娠
派
灯
芯
わ
爪
、
放
々
内
資
料
と
経

新
郷
叉
啄
は
、
栗
東
湾
を
距
る
こ
と
・
お
ょ
子
、
一
一
・
丁
升
、
北

足
立
卵
と
形
灰
す
る
洪
積
層
の
最
池
更
生
し
穴
湯
訂
眼
あ
、
て
．

ｌ
挙
利
瀞
貝
塚
地
慧
団
へ
指
皇
区
域
）

１１
酒§

一
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鳥犬．
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〃

け
千
一
一
一
飼
川
三
一
’
一
《
ロ
、

肺
．
辰
ク
。

・
ぞ
行
置
木
閉
経
の
祖

士
ロ
田
権
之
亜
の
挙
基

大
字
与
直
口
珂
金
恥
寺
；

告
国
権
．
二
丞
は
「
腫
不
の
毎
行
Ｌ
②
元
祖
で
易
る
・
椎
主
星
〆

大
江
ァ
の
昔
に
、
江
ｒ
域
北
鋤
一
流
、
を
満
に
催
ん
で
ど
／
一

葱
生
活
Ｅ
し
て
い
に
小
は
文
献
旅
残
．
て
小
嶋
が
い
の
で
刈
窓
と

し
て
い
な
い
・
高
国
家
一
一
丁
代
の
未
偽
は
、
自
国
空
ぐ
み
で
、

今
日
で
北
な
鯖
専
行
で
漁
永
向
陰
陰
一
営
ん
で
い
る
．

Ｉ
川
Ⅱ
Ⅱ
１
伝
Ｌ
ら
奴
紗
と
こ
ろ
で
は
、
椎
之
塾
は
疋
升
へ
食

し
吟
昨
岬
肥
岬
と
嶋
汁
、
と
こ
ろ
ど
こ
ら
ベ
ッ
ら
旦
木
を
県
め
こ

刑
を
黄
謄
Ｌ
に
と
こ
ろ
十
一
賀
、
風
￥
一
と
い
う
立
地
余
片
〆
よ
く

通
合
し
在
勤
で
・
萄
木
の
開
発
に
ぁ
に
、
底
と
い
う
．

元
禄
時
代
、
新
し
く
風
施
后
茶
し
じ
着
堺
娩
当
こ
れ
・
卜
併
．

行
し
て
４
．
了
ぶ
す
庭
園
欄
、
盆
栽
・
草
花
〆
後
用
ャ
、
狐
る
Ｋ
い

た
．
て
小
ら
は
観
賃
植
物
錦
準
座
に
力
・
と
注
ぐ
脈
至
『
辰
．
し

か
し
そ
の
当
時
よ
り
努
‐
・
鋤
呈
一
渋
な
ど
に
個
一
捨
免
リ
行
く
北
勿

は
極
く
ｆ
別
で
．
タ
く
巣
潟
馴
喚
一
切
商
人
の
手
一
と
錘
て
取
引

し
に
と
い
、
う
。

て
「
ハ
マ
ァ
リ
』
「
シ
ー
フ
キ
‘
Ｌ
で
堅
柄
成
さ
れ
て
い
る
。
）
に
啓
一

し
『
）
②
層
の
厚
さ
約
一
一
Ｔ
種
で
、
水
平
．
に
や
や
子
拠
則
戒
形
で

灰
と
戻
斤
な
ど
”
膳
緯
す
る
一
一
と
〆
み
と
め
ら
狐
、
》
て
の
す
ぐ

下
限
下
部
，
８
禽
桧
（
主
と
し
て
「
ハ
ー
、
ク
リ
Ｌ
尺
可
で
福
武
さ
れ

て
い
る
）
耐
約
す
立
糎
、
尊
毎
勿
埼
で
届
，
馬
」
と
報
じ
て
い

、
る
。

昭
・
炉
時
代
の
春
』
掘
は
艇
し
て
両
側
侭
あ
わ
讃
北
大
Ａ
、
芯
（
約

一
反
が
）
貞
巌
へ
貝
塚
漂
識
の
吋
迦
）
を
祭
中
，
縫
娠
し
、
『
Ｌ

層
の
擢
十
一
層
及
び
維
目
〈
屑
へ
迄
却
貝
層
）
が
ら
係
冬
行
式
上
岩
、

混
炉
一
目
念
唇
へ
下
部
員
一
屑
）
い
ち
は
如
鐘
側
利
式
、
坂
の
内
弐
上
溶

（
典
ェ
Ｌ
に
Ｌ
と
旬
埼
一
一
面
芝
陰
郎
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
他

文
化
滑
一
物
と
し
て
「
捷
属
廓
」
（
鰹
和
喬
（
〃
話
睡
で
一
一
一
個
以

上
蛍
土
し
辰
勿
を
は
じ
め
汀
熱
湯
庁
、
層
様
．
届
奥
臆
一
勺
副

ど
派
鐘
二
し
て
い
る
。
農
に
人
付
も
五
陳
そ
奴
ぞ
肌
仰
臥
し
尺

伸
挫
聯
で
篭
兄
や
、
＃
Ｌ
い
る
・

屍
勿
脅
、
猪
の
骨
煎
ど
の
苛
打
、
、
肌
辰
貧
剰
も
８
／
く
み
ら
れ

る
．
脅
打
詞
樫
親
と
し
て
は
・
屈
凹
母
亦
．
淀
汲
骨
打
の
二
浬

侭
ち
え
も
帆
．
す
べ
て
櫛
派
度
切
間
脹
人
約
的
に
洞
ら
訓
に
と

み
て
ぶ
く
骨
亦
・
い
ｒ
・
る
骨
錘
侯
（
、
こ
の
府
穴
に
行
わ
肌
了
い



Ｌ
し
』
雫
鹸
『
ａ
・
》

こ
れ
ら
二
進
動
基
層
は
酋
脹
画
し
て
建
て
ら
肌
て
じ
る
．

毒
干
す
Ｙ
さ
二
と
で
駒
う
う
．

文
威
郭
間
の
ふ
ろ
苧
励
ぴ
っ
植
木
日
記
熊
も
の
一
貫
〆
啄
「

染
孝
Ｔ
鶏
穐
亭
一
‐
本
・
涛
習
‐
上
犀
」
と
勘
、
て
予
鋤
当
時

㈹
一
個
人
銅
生
産
状
知
・
が
景
哩
ら
肌
う
・

釘
く
し
て
ゑ
星
霜
、
明
治
初
罫
’
環
が
ら
専
一
産
言
も
漕
加
し
、

『
花
屋
」
に
廃
く
れ
て
両
工
野
釣
鈴
木
卯
八
期
‐
さ
ん
の
光
祖

は
専
ら
硬
水
蕊
及
《
ぴ
禰
型
小
．
梅
な
じ
う
果
樹
曾
木
↑
ご
育
満
、
し
．

こ
札
を
一
塁
噸
元
と
了
尋
「
種
氷
屋
」
菖
磨
こ
し
穴
．
「
・
花
屋
』
の

厄
汗
、
企
栽
詞
填
、
「
種
水
陸
し
の
植
木
、
衝
木
●
製
の
允
夏
農
』

環
案
し
』
し
今
日
に
反
ん
炭
こ
と
ば
、
を
行
騨
園
芸
誕
点
一
史
ｒ
一
持

邑
水
の
謹
選
郭
：
ｙ
く
ぎ
っ
て
い
う
八
・

「
冬
行
穿
謹
不
し
ば
今
回
ｒ
厩
次
ぐ
外
周
侭
錘
泌
Ｅ
潮
気
、
、

世
界
鼠
店
両
極
不
庄
崖
池
と
ば
”
た
．
、
審
行
釦
種
不
李
一
着
は
、

」
も
○

こ
ｎ
兆
堂
着
『
全
ロ
画
雄
易
一
菱
し
鳥
』
患
れ
て
豚
ぢ
ら
・
り
ぃ
（
ろ
う

１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
台
巴
権
之
丞
誕
生
召
享
漂
・
誠
．
鰹
記
す
罫
四
月
十

版
畑
他
Ｌ
ａ
、
雪
崎
晶
庁
汀
鯵
、
町
中
山
書
長
氏
提
唱

の
孔
と
侭
・
与
一
付
き
司
釣
会
一
利
寺
で
行
び
わ
肌
旗
．

畠
卿
権
之
象
一
の
一
基
は
鰹
和
三
一
一
一
幕
三
月
二
日
、
蒜
三
県
指
定
史

跡
の
指
・
足
と
う
け
た
．

篭
乙
丞
峰
こ
の
守
に
為
‐
て
一
一
一
一
と
し
て
施
寺
、
切
花
．
盆
栽

荘
ど
Ｅ
奴
扱
い
、
「
花
屋
し
と
杯
、
、
狐
、
吋
一
満
の
右
も
こ
州
逼
一

見
習
い
、
今
日
雲
等
で
い
く
．
Ｋ
の
消
厘
零
色
鍾
て
．
文
化
文
疎
耳
開

に
芯
繍
飽
ｆ
で
販
路
沢
淵
娼
了
、
札
・
今
Ｅ
の
『
擢
不
工
一
国
・
・
蕃

行
」
を
生
み
出
し
一
Ｋ
ｎ
で
あ
る
．

ｘ
享
冬
行
湯
倒
．
に
あ
る
嘗
河
点
僅
剛
奇
（
山
』
暑
認
一
一
一
権
斌
）

墓
也
に
潅
之
丞
仇
基
一
と
じ
わ
れ
ら
勺
の
（
．
皇
劉
る
．
で
肌
呼
小
絃

ｒ
ｆ
前
像
塁
石
添
．

層
、
息
淳
一
嬉
，
》
々
、
紙
六
一
』
・
１
極
、
巾
・
雰
一
二
一
一
羅
で
中
矢
Ｋ

概
幸
日
主
啄
（
像
高
－
１
一
一
堀
）
（
刺
彫
で
、
バ
ー
Ｉ
い
る
・
二
鰯
塁
嘱

に
疎
「
元
謙
一
六
奏
束
卸
●
上
一
月
調
Ｂ
）
の
姥
（
だ
測
〆
、
石

柳
に
Ⅸ
「
隙
苛
詳
言
疋
門
』
と
い
う
《
１
罫
》
の
裁
猶
涜
刻
・
‘
、
肌
て
い

る
．
こ
の
石
漁
り
に
、
お
そ
ら
く
椎
参
一
妥
の
毒
の
屡
一
で
一
釣
ろ
う

／
小
、
一
ま
わ
り
小
避
一
の
も
例
で
。
ふ
る
（
・
雇
我
雌
や
は
り
小
松

后
祇
「
が
約
瓜
禅
局
の
高
慧
、
六
一
二
狸
、
胸
，
二
土
裡
て
、
亦
謁

に
詠
勃
署
一
躍
と
韮
し
、
て
録
石
剃
Ｋ
「
逗
貝
洋
乏
尼
潅
三
壱
旧

Ｌ
と
い
う
錨
ボ
ム
リ
渥
側
侭
味
『
迄
隙
一
与
土
午
罫
一
一
月
γ
日


